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 主 論 文 要 旨 No. 2 











































  主 論 文 要 旨 No. 3 
   
する刺激に関する条件は、次の2つであった。(3) 随伴模倣と拡張随伴模倣。(4)反応と関連のある
強化子。このような4つの条件が成立することで、模倣を介した社会的相互作用を形成と多様な
行動レパートリーが拡張されることが明らかになった。これまでの模倣の介入研究の中で、社会
的相互作用の形成と、行動レパートリーの拡張の重要性は、どの先行研究も言及していない。 
 本論文では、模倣が基軸行動としての機能を持ち、視知覚・運動・言語・コミュニケーション
を拡張することを明らかにした。また、大人の随伴模倣の機能について分析をすることで、模倣
のメカニズムとコミュニケーションへの拡張のメカニズムを明らかにした。さらに本論文では、
模倣の成立の評価だけではなく、模倣を通じた学習の成立を多様な行動(視知覚・運動・言語・コ
ミュニケーション)を用いて評価を行うことで模倣が基軸行動として機能を持つことを明らかに
した。したがって、本論文は、模倣の時間的な変化に対応した法則性だけではなく、模倣の形態
的な変化と機能的な変化に対応した法則性を明らかにした初めての研究である。 
 本論文では、模倣の成立と視知覚の成立の関係を明らかにしたが、模倣の成立と聴知覚の成立
の関係に関する検討までは至らなかった。「大人の随伴模倣—子どもの模倣」の社会的相互作用
に関して、音響学的な分析を行うことで、音声言語獲得のメカニズムを明らかにすることが今後
の検討課題である。 
 
